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第11回を迎えた市民の祭り「上回わっしょい」は、 7月31日、目抜き通 りを中心に盛大に行われました。

午後 5 時から始ま っ た「みこし」は 、 13~の江戸みこしなどで聡り上っ ていましたが、 7 時過 ぎか ら あいに
くの雨降りとなりました。しかし、「踊り」は予定どお り7時45分にスタート 。 どの連も、悶な ど忘れたかの
ように元気い っぱいに踊り 、祭リヵ、最高潮を迎えた 9時前には雨もあが り、通 りは人の波で埋去 りま 1，た《

主な内容
市民と市長の日

千4月1日に千子っています 「市民と市
長の日 lを、来月は都合に よリ 9月1
日(木)午前9時から午後4時まで、市1支
所 3階市長室で行います。ぉ3i粍にお
でかけください。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 9月1日榊午前
8時30分から午後5sほ て、，t)役所2
階農業委員会事務局で行L、ます お礼

軽におでかけください。

台風10号股作物を襲う・・

9月 1日に総合防災訓練..

計量器の定期検交を実施・・

カメラレポ・・・・・・

上回の印象・観光客にインタビュー

お知らせ・ー・・ー

あなたの国民年令ーー
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り
ん
ご
な
ど
果
樹
に
大
被
害

八
月
一
日
夜
か
ら
二
日
早
朝
に
か
け
、

県
下
を
通
り
抜
け
だ
台
風
十
号
は
、
間

を
伴
っ
た
強
い
風
で
、
上
田
地
方
に
も

大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

上
回
気
象
連
絡
所
の
調
べ
で
は
、
台

風
に
よ
る
悶
量
は
三
十
六

ミリ
で
、
風
は

一
一
日
午
前

O
時
に
最
大
風
速
十
三
日
を

記
録
し
ま
し
た
(
故
大
瞬
間
風
速
は
推

定
で
約
二
十
い
川
)。
こ
の
強
い
胤
の
た
め
、

り
ん
こ
な
ど
の
采
樹
が
液
果
し
た
り
、

市
道
な
ど
が
倒
木
で
遮
断
さ
れ
た
り
、

住
宅
の
屋
恨
が
舷
印
加
す
る
な
ど
の
被
害

が
続
出
し
ま
し
た
。

降
ひ
ょ
う
と
台
風
の

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

被
害
の
中
で
も
良
作
物
、
特
に
り
ん

ご
、
ぶ
ど
う
な
ど
の
果
樹
知
は
、
大
き

な
打
惨
を
受
け
ま
し
た
。
り
ん
ご
は
、

出
初
期
を
迎
え
て
い
た
「
つ
が
る
、
い

わ
い
」
な
ど
が
木
の
下
に
ビ
y

シ
リ
と

係
果
。
り
ん
ご
を
級
抗
し
て
い
る
あ
る

山
下
の

七
耐
は

J
I午
は
九
-

h

ハ
リ
に

降
ひ
ょ
、
ヲ
、
八
月
に
台
風
と
、
時
ん
だ
り

が
っ
く
り
肩
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

桃
は
、
出
荷
期
に
入
っ
て
い
た
だ
け
に

落
果
も
ひ
ど
く
、
ぶ
ど
う
も
巨
峰
を
中

心
に
袋
を
か
け
た
ま
ま
落
ち
る
と
い

っ

た
状
態
で
し
た
。

市
農
林
謀
が
、
八
月
三
日
現
従
で
ま

と
め
た
農
作
物
の
被
害
は
、
果
樹
二
億

一
千
万
円
、
野
菜
八
千
三
百
万
円
、
花

一
千
二
百
万
円
な
ど
、
そ
れ
に
牒
業
用

施
設
三
千
二
百
万
円
を
含
め
て
、
合
計

で
は
三
億
四
千
五
百
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。河

川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

使
用
不
能
に

市
の
施
設
で
は
、
諏
訪
形
を
除
い
た

千
曲
川
の
河
川
倣
グ
ラ
ウ
ン
ド
十
一
面

が
、
千
曲
川
の
噌
水
に
よ
り
冠
水
し
、

土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
た
め
使
用
不
能
と

な
り
ま
し
た
。
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

昨
年
八
月
の
台
風
十
五
号
で
も
土
砂
が

流
入
し
た
た
め
、
こ
の
内
刀
ま
で
に
約

七
千
万
円
か
け
て
復
旧
さ
せ
た
ば
か
り

で
し
た
。
ま
た
、
丘
中
の
体
育
館
で
は
、

強
い
風
で
屋
恨
の
一
部
が
岐
川
す
る
と

い
っ
た
被
害
も
出
て
い
ま
す
。

被
害
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
特
向
者

二
人
、
住
宅
一
部
舵
抗
丘
世
帯
、
床
下

一
民
水
阿
世
情
、
倒
木
十
九
件
、
河
川
の

は
ん
底

-
M
食
八
か
所
、
上
砂
く
ず
れ

か
州
、
川
畑

の
辺
水
-一か

叶
な
ど
と

わ
ゆ

っ

ず
に
い
寺

AF+'
J

NHKの「民謡をあなたに」
8月28日午後8時に放映

電信電話債券をお調べください

NHKの人気番組「民品をあなたに」の公開録画が、

6月16日市民会館でありました。この番組は、 8月28

日U:J午後 8時からNHKで放映される予定です。どうぞ

ご覧ください。

二上回電報電話局二

1-;子I亡の加入者屯fJ屯話イ1'(券をお調べください。あ

: t:かお持ちの屯f;~逗話債券は、満期になっていたり

さに当iきしたりしていませんか 償還期日後は利息

きませんので、お fj1-めにお受け取りください。

む問い合わせは上回屯報也話局へ(宮⑫4000無料)
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課
計
量
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

検
査
で
の
注
意
事
項

O
検
査
に
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。
(
次

ぺ

l
ジ
参
照
)

O
計
量
器
は
、
よ
く
掃
除
を
し
て
き
で

く
だ
さ
い
。

O
分
銅
、
増
お
も
り
は
、
計
量
器
と

一

緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

O
合
格
し
た
計
量
器
に
は
、
次
の
「
合

格
ス
テ

ッ
カ
ー
」
が
は
ら
れ
ま
す
。

えつ広報

な
お
、
計
量
器
が
二
十
台
以
上
あ
る

場
合
、
建
物
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ
る

場
合
、
ま
た
は
光
電
式
は
か
り
、
電
気

抵
抗
制
式
は
か
り
の
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
出
張
検
査
も
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら

以
外
の
計
量
器
を
お
持
ち
の
方
は
、
各

会
場
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

出
張
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
「
所

住
場
所
検
査
承
認
申
請
書
」
を
九
月
十

八
日

ωま
で
に
商
工
謀
計
量
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
申
請
書
は
、
商

工
剤
師
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
転
廃
業
な
ど
で
計
量
器
を
使

こ
の
定
期
検
査
を
受
け
な
い
場
A
n
、

計
培
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

商
工
謀
計
量
係
・

8
@
4
1
0

0
内
線

計
量
器
を
取
り
引
き
(
商
品
の
売
賀
、

運
送
、
医
薬
品
の
調
剤
、
農
産
物
の
売

買
な
ど
て
ま
た
は
証
明
(
病
医
院
、
官

公
庁
な
ど
)
に
使
用
す
る
方
は
、
そ
の

計
量
器
の
定
期
検
査
を
一
年
に
一
度
、

受
け
る
こ
と
が
計
量
法
に
よ
り
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
使
用
段
階
に
お
け
る

計
量
器
の
正
確
さ
を
維
持
す
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
秩
序
を
守
る
た
め
に
必
要

な
も
の
で
す
。
今
年
は
、
計
量
器
の
定

期
検
任
を
下
表
に
よ
り
実
地
し
ま
す
の

で
、
該
当
者
は
最
寄
り
の
会
場
で
、
必

350円

.....600円

"1，000円

.1. 700円

昭和57年合格ステッカー

. 50円

昭和57年計量器定期検査日程表

対象地区検査時間検査会場笑施日対象地区検1t時間検公会場

I l _ m !J.: n ::å:~^8:.~1 J.，-~-ú_ ... _"" ，.. "，，1秋 和地区9月8日(ノ付|上田卸商業会館|午後 1:30-3 :301 | I I 1~ .1. .vv V ，vvl塩尻地区

9月9日(村|上回卸商業ム舘|午前9:30-正午|秋和地区
E 午後 1・00-3 :001塩尻地区

i月30II (1])1川西公民館|午前 9・30-11・301川西地区
ー .100円

同30fl ()J)I泉 田公民館|午後 1:30-3 :301泉田地区

9月10附|大屋公会堂l午前9:30-11:判神川地区
9月10日凶|農村環境 |午後 1:30-3 :301盟殿地区

改善センター

同31H(火)1鈴子公民館|午前 9:30-11 :301京塩田地区
......200円

. .350円

・・・ 6001斗

1月31[l(刈11均単回 会 館|午後 1:30-3 :301西塩団地区

9月13日(11)1上野が丘公民館|午前9:30-11 :301神科地区

間|午後 1:30-3 :叫号1)所地区119月13日(J川西部公民館l午後 1:30-3 :叫西部地区
;市役所 |午前9:30-正午|

9 月 14 日 (刈 l 'IJI .x. ::{ _~_~k c: 1 ~~~~ : ~~ ~.^I^I 中央地区
| 計量検査室1午後 1:00-3 :001 
|市役所 |午前9:30-正 午|人

9 月 16 白 川 l 'IJIÁ ~~ _~I_~kêl ~~~ ~ : ~~_ ~.(\'{\I 全
| 計量検:1i.室|午後 1:00-3 :001 = 
|市役所 |午前9:30-正午l人

9月17日(釧 r:-~~. ~ : ~~ _ ~. (¥'1) I全| 計泣倹食室l午後 1:00-3 :001エ

|市役所 I I-r- ~ n .1")1'¥ 11 .1")1¥1 9月18日(1:)1'P])(.':.}_coIAA.c，1午前9:30-11:301全1 計量検食室II l1'J J .+JV .L.1. .¥JVI 

市

市

Hll 町村1liJ回解}fi会館|午前9:30-11:301中塩団地区

染

~ 1] 2 H (村|新 田区民会ir;1午前9:3トヰ千|北部地区
~..I- I \' I 'I! |午後 1:00-3 :00 

~ 1 3日間|南天神町八会山|午前 9:30-正午!南部地区
~'''''\_. I'JI ム旦|午後 1:00-3 :00 

9 Y 6日(1])1上回水道 |午前 9:30-正午|城下地区
1 包「理事務所|午後 1:00-3 :00 

|午前9:30-正午
上回点字問主館I~~~ ~ :~~ -~.~I *部地区|午後 1:00-3 :00 

918 l1肘|川辺町会館|午前 9:30-11 :301川辺地区

-・ 600111

市
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定期検査を受ける計量器と検査手数料額

能力(ひょう量)および下数料

同布石をこえるもの

感量が l …" 200同
ひょう量の 1~<7) ι m-ー I10，000 .ノ() V ， 

状 (主なもの))f~ 

(訓
剤
朋
天
ぴ
ん
)

言十

手動天びん

(分銅を含む)

ー甲
且生質

用工
しま諜
なたに
(、あ

な転り
つ廃ま し
た業す
場な 。
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、計
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f器
商を
工使

商〈り
6工お
0課問
3 ~.十い
。量合
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1 4 
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i 0 
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内
線
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... '" .100円

150円

.200円

ひょう量

.350円

.150円

...100円

300円

50円

100kg以下......•. ••• .200円

200kg以下・..

500kg以下

1 l以下...

2 t以下

600円

1，000円

1，700円

50円

100円

( 50kg以下...

ひょう量~ 100kg以下

IIωはをこci

能力を問わず

1台につき・・・ .

増おもり・・・

能力を問わず

1台につき ・・

直線目盛のもの

1台につき..
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比

その他

等

皿手動はかり

(分銅及び増おも
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V
三
中
と
一
中
の
相
撲
部
が
県
代
表
に

三
中
と
一
中
の
相
撲
部
員
あ
わ
せ
て
十

一
人
が
、
全
国
大
会
な
ど

に
出
場
す
る
た
め
、
八
月
二
日
市
役
所
を
訪
れ
、
永
野
市
長
に
「
県

代
表
と
し
て
堂
々
と
闘

っ
て
き
ま
す
」
と
元
気
に
あ
い
き
つ
し
ま
し

た
(
写
真
)
。

三
中
の
相
撲
部
は
、
こ
の
七
月
五
日
に
部
が
で
き
た
ば
か
り
で
す

が
、
七
月
二
十
五
日
の
長
野
県
中
体
連
夏
季
大
会
・
相
撲
の
部
で
団

体
・
個
人
戦
と
も
優
勝
し
、
全
国
中
学
選
手
権
大
会
(八
月
十
九
日
・

東
京
)
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

一
中
の
相
撲
部
も
同
じ
県

大
会
で
団
体
戦
四
位
と
な
り
、
中
部
日
本
選
抜
中
学
大
会

(八
月
八

日
・
木
曽
福
島
)
へ

の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

えつ広報ぷ869号869号一

上田市森林組合が、 54年度から建設していた別所温泉森林公園がこのほ

Y完成し、 7月23日には現地で完成式が行われました。

森林公園は、総面積が約23ヘクタールあり、 別所温泉から車で約10分の

トころにあります。昭和56年度までにきのこ園、栗固などがて与ていました

にこのたび森林総合センター(写真)、キャンプ場などが完成しました。

淋総合センターは、木造2階建て、建て面積411平方メー トルで、大会議

i展示室、管理室などがあります。

一

次
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
ご
寄
付
を

中

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

叫
げ
ま
す
。

一
マ
上
回
さ
っ
き
会
様

六
千
百
四
十
一

一
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

一
マ
市
川
義
春
棟

(
常
国
二
)
四
万
円

一
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

一
マ
上
小
木
造
住
宅
推
進
協
議
会
様

銘

一
木
い
ち
い
花
び
ん
百
個
市
庁
舎
備
品

，
と
し
て

マ
小
宮
山
幸
男
梯

(
中
央
六
)

一

万

円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
清
水
国
太
郎
樟

(
桜
台
)

絵
画
一

点
市
民
会
館
掲
額
用
に

マ
文
化
会
館
建
設
を
推
進
す
る
市
民
の

会
様

グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ

一
台
、
指
揮

台

一
台

文
化
会
館
大
ホ

l
ル
用
と
し

てマ
神
戸
大
学
教
育
学
部
棟

絵
画

一
点

(
山
本
鼎
作
・
油
彩
画
三
十
号
)

山

本
鼎
記
念
館
展
示
用
に

マ
上
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
撤

二
十

万

円

「

ど

ろ

か

ぶ
ら
」

観
賞
経
費
と

し
て
マ
上
回
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

十
万
円
「
ど
ろ
か

ぶ
ら
」
観
賞
経
費

長、

l
レ
ァ
、 ご

寄
付
お
礼

4
鎌
倉
と
バ
レ
l
・
野
球
の
親
善
試
合

姉
妹
都
市
鎌
倉
市
の
山
崎
地
区
の
皆
さ
ん
三
十
六
人
が
、
上
田
市

を
訪
れ
、
七
月
二
十
四
日
に
川
辺
町
の
皆
さ
ん
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

野
球
の
親
善
試
合
を
し
ま
し
た
。

二
十
四
日
の
午
前
中
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
母
き
ん

同
士
が
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
試
合
を
行
い

(写
真
)
、
午
後
は
子
供
同
士

が
川
辺
小
学
校
で
野
球
を
し
ま
し
た
。
鎌
倉
市
の
お
母
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
両
市
の
親
戚
づ
き
合
い
を
深
め
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

か
ら
昼
食
で
す
が
、
休
息
所
に
お
茶
の

府
立
か
あ
る
の
は
大
変
あ
リ
し
か
た
い
で

す
ね
。
た
だ
、

上
回
市
内
の
地
理
に
不

も

の

を

大

切

に

・・

・

不
用
品
登
録
情
報

間
以
成
ぷ
へ
品
仕
付
し
て
く
だ
き
い

②
ゆ
す
っ
て
ほ
し
い
品
物
か
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
巾
し
出
て
登
鉢
し
て
く



と十℃
し万」
て円白
調
「陣
ど ラ
ろ イ

か=ー
」ζ シ

らヌ
」ク

観 ラ
賞フ
経練
費

部 869号ー

観
光
客
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

上
田
市
に
は
、
上
回
城
や
信
州
の
鎌

倉
な
ど
、
市
民
が
誇
り
と
す
る
観
光
地

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
夏
め
観
光
シ

ー
ズ
ン
を
迎
、
之
、
今
年
も
大
勢
の
観
光

客
が
、
県
内
外
か
ら
上
田
市
を
訪
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
外
の
観
光
客
三
人
に
「
上

回
の
印
象
」
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
(
取
材
は
八
月
一
目
、
前
山
寺
と
安

楽
寺
で
行
い
ま
し
た
)

だえつー (7)一一一一 昭和57年 8月16日 広報

お
寺
に
い
る
と

心
が
落
ち
着
く

益
子

宏
美
さ
ん

栃木県藤岡町

22歳・教員

大
学
時
代
の
友
人
が
、
上
田
市
に
二

人
も
い
ま
す
。
大
学
を
卒
業
し
て
初
め

て
の
夏
、
思
い
き
っ
て
上
回
に
来
ま
し

た。
二
人
の
友
人
に
車
で
案
内
し
て
も
ら

い
、
別
所
温
泉
の
安
楽
寺
、
常
楽
寺
、

北
向
観
音
、
そ
れ
に
中
禅
寺
、
い
ま
前

山
寺
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
、

古
い
お
寺
が
好
き
な
の
で
、
こ
の
よ
う

な
お
寺
に
い
る
と
、
と
て
も
心
が
落
ち

着
き
ま
す
。
上
回
は
緑
の

山
々
と
千
曲

川
の
流
れ
が
印
象
的
で
す
ね
。
(
若

い
女

性
の
三
人
グ
ル
ー
プ
、
前
山
寺
で
)

あ
り
が
た
い
お
茶
の
用
意

原
木

蕪
さ
ん

静岡市

57歳・会社員

今
日
の
早
朝
、
車
で
静
岡
を
発
ち
、

い
ま
最
初
の
目
的
地

・
前
山
寺
に
着
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
信
州
の
鎌
倉
は
、
締

岡
駅
で
い
た
だ
い

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

見
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

上
回
は
初
め
て

で
す
。

用
意
し
て
き
た
お

に
ぎ
り
で
、
こ
れ

か
ら
昼
食
で
す
が
、
休
息
所
に
お
茶
の

用
意
が
あ
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
で

す
ね
た
た
、
上
田
市
内
の
地
理
に
不

案
内
な
も
の
で
す
か
ら
、
こ
こ
に
着
く

ま
で
多
少
ま
ご
つ
き
ま
し
た
。
観
光
案

内
図
が
、
も
う
少
し
あ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
(
同
年
輩
の
四
人
グ
ル
ー
プ
、
前
山

寺
で
)上

回
の
水
は
お
い
し
い

浜
田

末
子
さ
ん

町予'
ヨ
国
叩

E
K
仇
u

，

伊

主

噌
刊
一
晴

d
-

，
F
h
i
v
 

吉
岡

k
d
w
 

私
の
息
子
が
、
こ
の
七
月
に
千
葉
か

ら
上
回
に
転
勤
と
な
り
、
息
子
夫
婦
が

「
ぜ
ひ
一
度
上
回
に
来
て
み
た
ら
」
と

勧
め
る
も
の
で
す
か
ら
、
初
め
て
信
州

に
来
ま
し
た
。
今
日
は
、
前
山
寺
と
北

向
観
音
を
見
て
き
ま
し
た
。

上
回
は
、
水
が
と
て
も
お
い
し
い
で

す
ね
。
高
知
で
お
い
し
い
も
の
と
い
え

ば
、
や
は
り
新
鮮
な
魚
で
す
。
息
子
は

「
こ
ち
ら
は
運
転
マ
ナ
ー
が
と
て
も
よ

く
、
歩
行
者
優
先
が
徹
底
し
て
い
る
」

と
附
い
て
い
ま
し
た
。
(
息
子
夫
婦
と
一

緒
に
、
安
楽
寺
で
)

も

の

を

大

切

に

・

・

・

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を
ヮ
不
用
品
登
録
情
報
H

と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
二
十
六
回
目
で
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
口
問
閣
が
あ
る
人
は
、
口
問

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

( 8月3日現拘 )その⑧(主なもの)不用品登録情報

〈希望価総〉 ゆずってくださいゆずります

ベビーラ y ク

ベビーカー

すべり台、ブランコ

三輪 J}I_ひ普通自転車

カラーテレヒ

シンクルベッド

二段べ y ド

湯わかし器

500円

5，000円

60，000円

30，000円

15，000問

40，000円

学i当机木製

電子炊飯ジャー

エアコン 56年眺人

制機 2か月WIfI

8ミリ倣;μ機 53年隣人

下駄箱

ポラロイドカメラ

環
反
諜
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
生
活
環
境
標
へ
、
必
ず
+
日

以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。課

承

境

了
環

ご

活

で

生

の
す

・

し

り

宇

品

た
。
ね

し
を
カ

ま
絡
い

り
連
負

あ
ご
を

が
に
任

物

軽

古

口
叩

k
n
A

い
お
は

し
へ
て

苓

6

L

て
似
つ

つ
同
に

ず
時
ど

ゆ

F
な

n
u
t
v
 

、A
U
J

物

叫

プ

口
四
分
一
)
ラ

い

8
ト
。

た
(
の
い

り
係
後
さ

ず
活
介
だ

ゆ
生
紹
〈

0

0

 

カポスレンジ、カス子;

英文タイプライター

物置、流し台

天体望遠鏡

顕微鏡

1，000円

30，000円

12，000円

4，000円

8，000円

50，000円

ふろ一式 飢rliカス問、 1年使用

サイトボート

ぶらさがリ健康器

ルームランナ一

学何百科大昨典(23巻j

花ゴザ 1，000円

オルガン、ピアノ

もちつき用石うす

。じゅうぶん活用できる不用品は、

どんなものでも萱録しましょう。
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お知らせ市
職
員
を
募
集
し
ま
す

え

ー

一
般
事
務
・
建
築

機
械
・
電
気

l

つ広報

総
務
課
職
員
保
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
2
E
・
有
線
②

0
6
5
1

〈
資
格
〉

マ
一
般
事
務
職

O

一
般
事
務
職

A
(
大
卒
程
度

)
l

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

O

一
般
事
務
職

B
(
高
卒
松
度

)
1

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

マ
専
門
職

O
建
築
技
術
職

(
高
卒
起
度

)
1昭

和
三
卜
八
年
同
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
校
の
建
築
剤
師
住

東
信
労
働
学
校
に

7月27目、市内小中学校24校に毎回養殖
漁業協同組合から、塩田ごいの稚魚約20万
匹ガ理料の教材にとブレゼピノトされましだ。

元気にはねる5an前後の稚魚lこ、子供芝

ちは大喜びでしだ。

人
O
機
械
技
術
職

(
大
卒
程
度

)
l昭

和
三
十
三
年
四
月
二

日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
機
械
謀
程
を
修
了
、

ま
た
は
修
了
見
込
み
の
人

O
電
気
技
術
職

(
大
卒
程
度

)
1昭

和
三
十
三
年
四
月
二

日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
電
子
工
学
課
程
を

修
了
、
ま
た
は
修
了
見
込
み
の
人

た
だ
し
、
ど
の
職
種
も
昭
和
五
十
七

年
四
月
一
日
現
在
、
上
田
市
民
で
あ
る

人
、
ま
た
は
勉
学
な
ど
の
た
め
一
時
他

市
町
村
に
住
ん
で
い
る
が
家
族
は
上
田

市
民
で
あ
る
人

〈
必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ

り
ま
す
。)

マ
履
歴
書
お
よ
び
故
終
学
校
成
制
証
明

書
(
高
校
紅
学
者
は
、
統
一
応
山
林
書

矧
を
使
用
。
そ
の
他
の
人
の
胤
悦
代
け

は
、
総
務
課
に
あ
る
も
の
を
使
用
)

汗

V
K
E
o
k
gポ
ぬ

H
t
1
4会
仇
に

a

l

よ
憎
か
仲
直

n，
l

謄
本

マ
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒
(
合

否
連
絡
用
、
あ
て
名
記
入
)

〈
試
験
日
・
科
目
〉

十
月
二
十
九
日
樹
午
前
八
時
受
付
、

同
八
時
三
十
分
試
験
開
始

マ
一
一
般
事
務
職

。
一
般
事
務
職

A

(大
卒
脱
皮

)
l

教
養
、
専
門
試
験

。
一
般
事
務
職

B

(高
卒
躍
度

)
1

教
養
、
適
性
試
験

マ
専
門
職

O
建
築
技
術
職
(
高
卒
程
度

)
1教

養
、
専
門
試
験

O
機
械
技
術
職

(
大
卒
程
度

)
1教

養
、
専
門
試
験

O
電
気
技
術
職

(
大
卒
程
度

)
l教

養
、
専
門
試
験

〈
人
口
貝
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
申
込
先
・
期
限
〉

十
月
一
日
幽
か
ら
十
月
二
十
日
附
ま

で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職
員
係
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
の

作
文
を
募
集

テ
ー
マ

:
「
わ
が
家
の
交
通
安
全
」

家
庭
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
下
山
し

合
っ
た
内
容
や
万
法
、
話
し
合
っ
た

つ
い
て
作
文
に
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
:
・
九
月
二
十
日
(
当
日
消
印

有
効
)

応
募
区
分
:
①
小
学
校
低
学
年
の
部
(
一

年
生

・
二
年
生
)
②
小
学
校
中
学

年
の
部
(
三
年
生
・
四
年
生
)
③

小
学
校
高
学
年
の
部
(
五
年
生

・
六

年
生
)
④
中
学
生
の
部
⑤
母
親

の
部
⑥
一
般
の
部

応
募
方
法

マ
小
学
生
の
各
部

・
中
学
生
の
部

O
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

O

応
募
区
分
、
住
所
(
郵
便
番
号
)
、

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
学
校
所

在
地
(
郵
便
番
号
)
を
ご
記
載
く

だ
さ
い
。

O
送
り
先

l
〒
1
0
1

東
京
都
千

代

田

区

外

神

田

二

二

一

七

共

同

ビ

ル

社

団

法

人

日

本

交

通
福
祉
協
会
交
通
安
全
作
文
募
集

五小

マ
母
親
の
部

・
一
般
の
部

O
四
百
字
詰
め
原
杭
用
紙
五
枚
以
内

O
応
必
区
分
、
住
所
(
郵
便
番
号
)
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
ご
記
械
く

だ
さ
い
。

O
送
り
先
H
H
干
1
0
1

東
京
都
千

代
田
区
永
田
町
一

l
六

一

総

理
府
交
通
安
全
対
策
室
交
通
安
全

作
文
円
高
集
係

賞
・
・
・
故
優
秀

1
各
部
一
名
、
佳
作
U

小

学
生
の
作

m-
中
予
生
の
部
作
学
年

十
名
以
内
、
母
親
の
部
・
一
般
の
部

上
回
の
電
気
点
燈

明
治
三
十
五
年
八
月
、
上
回
に
初
め

て
の
屯
燈
が
と
も
っ
て
か
ら
今
年
で
ち

ょ
う
ど
八
十
年
を
迎
、
え
ま
す
。

中
部
電
力
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て

上
回
の
ま
ち
の
芥
ら
し
と
電
気
の
歩
み

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
屯
気
に
つ
い

て
皆
さ
ん
と
考
、
え
て
い
き
た
い
と
し
て

次
の
と
お
り
H

暮
ら
し
と
屯
気
こ
の
八

十
年
。
記
念
展
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

・
:
九
月
三
日
制
1
同
七
日

ω

と
ニ
ろ
・
:
上
回
西
武
四
階
催
事
場

入
場
料
・
・
・
無
料

展
示
内
容
・.. 

マ
上
回
の
電
気
こ
の
八
十
年
ゾ
ー
ン

O
郷
土
の
移
り
変
わ
り

O
電
気
の

歴
史
年
表

O
上
回
城
下
町
風
情
の

再
現

O
上
回
の
未
来
パ
ネ
ル

マ
暮
ら
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ゾ
l
ン

O
防
水
発
電
悦
引

O
L
N
G
火
力

悦
引

O
石
炭
火
力
模
刑
t

o
原
子

力
発
屯
仙
川
町

マ
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
ゾ
l
ン

O
地
熱
発
屯
悦
刑
し

O
太
陽
熱
発
屯

模
型

マ
プ
レ
イ
ソ

l
ン

O
人
力
気
球
散
歩

車
内
強
力
滋
石

申
込
締
め
切
り
・
八
月
二
十
四
日
附

申
込
先
・
:
上
回
合
同
庁
舎
・
東
信
労
政

事
務
所
に
申
込
書
か
電
話
で
お
申
し

申
込
期
限
・
:
八
月
三
十
一
日
(
当
日
消

印
有
効
)

参
加
料
・
・
・
無
料

2期

91> 

'r 0 0 

キ.(!.
h ユて'
I [n1 
アす
タ J!s，

を

で



b ま干u
~tLニ
了た十
・人八

まで年
た、問

，i高月
It校二
了の日

見建以
込築降
/j.~に
の総生

東
信
労
働
学
校
に

ご
参
加
を

東
信
労
政
事
務
所
宮
⑮
1
6
2
9

f二、

労
使
問
題
に
つ
い
て
の
知
識
と
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
古
木
信
労
働

学
校
を
聞
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

・:
九
月
一
日
附
1
同
三
日
制
と

同
七
日

ω
1同
八
日
附
の
五
日
間
、

午
後
六
時
1
同
八
時

と
こ
ろ
:
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

受
講
料
・・
無
料

えつ

月 日 fl 目 一"向崎E与} 自rn

9月1日
技術11，.新と新しい労使関係 lU京新1m，論説会=Ei3ziil3 l 

ャω h恭太郎さん
9月2日

高齢化社会における生活設計
杭営.押，論家

(;t;) 岩崎除~fìさん

9月3日 最近ーの経消'企h怜業~l約と 八|ー銀行 I~ 問ノj的、林包中1I，議所
樹 営ーについて 所 k 'J'.ft dJ-!;1tさん
9月7日

誠一近における労働判例の動向
叩稲田大戸件数 1~1烏

(刈 出 信義さん

9月8日 大IJi込のはたら1き故士と必 州事frJjl，製作所

(付 のいきがい 取締役村長 利l田 孝弐ミンL

ー (9)一一一一 昭和57年 8月16日 広報

東信労動学校日程表

マ
住I.if.fi 
氏、を

票総使
妙務用
事課 》

まにそ
たあの
iiる他
家もの
族の人
のをの
住使属
民用歴
百、J 子tt:
市 民ヨ

申
込
締
め
切
り
八
月
二
十
四
日

ω

申
込
先
:
・
上
回
合
同
庁
舎
・
東
信
労
政

事
務
所
に
申
込
書
か
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
マ
ラ
ソ
ン
に

ご
参
加
を

郵
便
局
で
は
、
男
女
ペ
ア
で
参
加
す

る
「
第
四
回
簡
易
保
険

・
郵
便
年
金
健

康
マ
ラ
ソ
ン
信
越
大
会
」
の
参
加
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と

き

:

・
十
月
三
白
川
小
雨
決
行

と
ニ
ろ
・:
長
野
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

長
野
運
動
公
園
ジ
ヨ
キ
ン
グ
コ

ー
ス

種

目

:
十
キ

ロ
灯
と
五
キ

ロ
日
の
二

種
目
で
、
ペ
ア
と
な
る
男
女
は
同
じ

距
離
を
走
る
こ
と
と
し
ま
す
。

年
齢
制
限
・:
男
女
と
も
十
二
歳
以
上
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
十
キ
ロ
幻
に
つ

い
て
は
、
十
月
一
日
現
在
満
十
五
歳

以
上
満
六
十
歳
未
満
と
し
ま
す
。

申
込
方
法
・
男
女
ペ
ア
を
一
組
と
し
て
、

所
定
の
申
込
用
紙
(
郵
便
局
に
あ
り

ま
す
)
ま
た
は
官
製
は
が
き
に
、
参

加
希
望
者
の
氏
名
、
住
所
(
郵
便
番

号
)
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
ご

記
載
の
う
え
、

一T
3
8
0

長
野
市

栗
田
舎
利
回
八

O
一
信
越
郵
政
局

簡
保
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

結合
果つ家
をた庭
実内で
授答交
しゃ通
て方安
い法全
る、 lこ
こ話つ
tしし、
な合て
どっ話」

にたし

賞
・
・
段
優
秀

1
各
部
一
名
、
佳
作
H

小

学
生
の
各
部
・
中
学
生
の
部
各
学
年

十
名
以
内
、
母
親
の
部
・
一
般
の
部

主
品
部
I
T
b
古
川
以
肉
川

マ
プ
レ
イ
ゾ

l
ン

。
人
力
気
球
散
歩

oι
で
回
す
風

車

O
強
力
磁
石

O
キ
主
|
ブ
タ

ワ
l

l

D

サ

7
ァ
リ
ケ
l
t
L

申
込
期
限
・
八
月
三
十
一
日
(
当
日
消

印
有
効
)

参
加
料
:
無
料

参
加
予
定
ベ
ア
:
三
百
ベ
ア

賞
:
・
郵
政
大
臣
賞
・
簡
易
保
険
局
長
官

1
種
目
ご
と
に
一
組
、
郵
政
局
長
賞

H
H
種
目
ご
と
に
三
組

着
付
け
教
室

ダ
ン
ス
教
室
の

生
徒
を
募
集

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
宮
⑫
7
1
1
7

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
次
の
と

お
り
着
物
着
付
け
教
室
と
社
交
ダ
ン
ス

教
室
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
者

は
、
二
十
九
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
米
館
(
開
館
時

間
は
午
後
一
時
1
同
九
時
)
の
う
、
ぇ
費

用
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
着
物
着
付
け
教
室
〉

期

間

:
・
九
月

1
十

一
月
(
午
後
六
時

三
十
分

i
同
八
時
三
十
分
)

定

員

・
:
水
曜
コ

l
ス
、
木
曜
コ
ー
ス

各
十
二
名

費

用
・
受
議
料
二
千
円

(全
期
間
)

ほ
か
テ
キ
ス
ト
代

〈
社
交
ダ
ン
ス
教
室
〉

期

間

・
:
九
月

i
三
月

(
午
後
六
時
三

十
分
1
同
八
時
三
十
分
)

定

員

:
・
男
女
各
二
十
名
(
木
昭
コ

|

ス
)

費

用
・
:
月
千
円
(
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
)

9月の乳幼児健康診査
今月の納税

第2期

今月の納税は、市県民税第 2期です。

税金は、納期内に納入されますよ 7こ

協力ください。

今月の納期限は、 8月31日(刈です。

〈担税課宮⑫ 4100内線241・有線②0691> 

夢と希望を

税金で

かなえよう

(市内中学生納税標語入選作品)

9月の乳幼児位康診告を下記により行います。受付時間は、
いずれも午後 1U手から 2時。

母子健康手帳をお持ちください。

flェh t拾 館員会 笑地日 弁I 象 リ己

4かn児 9月2日 57年 4)j 16日-4月30日生
9月16日 57年 5月1臼-5月15日生

10か月児
9月7日 56年10月16日-10月31日生

9月17日 56年l1}-Jl日-lHl15日生上田市保健センター
9月9日 56年 2}J 16臼-2月28日生1 r.長6か月児
9月21日 56年 3月1日-3月15日生

3 占託児
9月6日 54年 8月1日-8月15日生
9月20臼 54年 8月16日-8月31日生

4かJJI，t
9月8臼

57年 4}-J 16日-5月15日生
t孟国母子健康センター 10か月児 56年10月16日-11月15日生
t且[iJj也μ， u長6か月児 9月22臼 56年 1月16日-3月15日生

3 占託児

4か月児 57年 4H 16日-5月15日生
川商社会縞祉センター 10か月児 9 月 14 日~年10 月 16 日 -11 月 1 5 日生

川内地l<:J
56年 2月16日-3月15日生

3 ，;;主児

市県民税
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門口町

号 監最現場融 ⑬

上田市内の拠出制(保険料を納める)国民年金の受 ー

信者は、 老齢・母子など合わせて9，000人ほどになっ

ており、 老後や、子育て、の生活を支えています。 し

b、し、 中には次のように年金 を受けられない例も出

ていますので、保険料は完納したか、そのとき どき

要な手続きが済んでいるか、確かめて ください。

たった1か月の不足
A子さんの場合

A子さんは、満60歳になるまで 11年 4か月の問、保

を納め続けました。若いころに数年間の会社勤め

した記憶があり、ご主人も厚生年金に加 入していた

とがあったので、 61歳になった今年、老齢年金(通算)

続きをしました。大正10年 2月生まれなので、保

を納めた期聞が15年(昭和 5年 4月 1日以前に生ま

人は、年数が24年-10年の聞で矩くなっています)

はよく、期間を通算すれば年数の条件は満たして

るよ うに考えられました。ところが、社会保険事務

A[-さんの厚生年金期間を調べたところ、この期

なく通算になりません。

一方ご主人の厚生年金は、会社勤め(厚生年金)と国

(強制加入)の聞を何回か行き来しており、 A子

んに必要な「カラ期間J(ご主人が加入している厚生年

間から、 A子さん，が国民年金に任意加入しよう

すればで、きた期間=年数を借りて、年数を満たす方

、II分が保険料を納めた国民年金の期間と「カラ期

砲を合わせて14年11か月にしかなりません。つまり、

こ1か月不足していたのです。

60歳を過ぎている A子さんは、国民年金では保険料

ることはできません。年金を受けるためには厚

ιのある会社などに 1年間(厚生年金の期間は合わ

l年以上にならないと通算できなし、)勤めるより方

A-fーさんの例から、次のことがらに注意してくださ

|厚生年金の期聞を確かめるニと

tl)めに 出ていたから厚生年金に加入していたはずだ

~と思っていても、加入していない場合があります。

向、退職時に脱退一時金を受取ったため、期聞が空

、なっている場合もあります。

これまでに勤めに出た経験のある人は多く、厚生年

など公的年金と国民年金の通算で年金の手続きをす

人かlfJ加してきています。将来に備えて自分の厚生

をの期間を、 1皮は確かめてみてください。

1.Jj;月の社会保険:l¥'.!kキ1I，l炎を利用されるか、凶民年金

係に手続きの用紙があるのでご相談ください。

2.配偶者の退職時の手続きを忘れずに

国民年金では、配偶者が厚生年金などに加入してい

ると、裂や夫は「任意加入者」とな って、加入や脱退が

自由になります。配偶者ヵ、年金を受けるのに必要な年

数にならないうちに返~íítすると、夫婦とも 「強制加入

者」となり、将来の年金に必要な年数を満たすために、

保険料を納めることになります。

A子さんは、国民年金に加入する前に、ご主人が何

回か勤めを退職していますが、そのときどきに異動の

手続きをしなかったため、強制加入の期閉め保険料の

納付がなく、またご主人の厚生年金の期間も短かった

ため、 必要なカラ期間も少なかったものです。

3.面倒がらないで

自分や配偶者の年金に呉ー動があったときは、必ず市

役所に届をしてください。勤めをやめたとき「すぐに、

勤めに出る予定だから一」と、届をしない人が見られ

ますが、このようなことが、将来とりかえしのつかな

い原因になることヵ、多いので、面倒がらずに手続きを

済ませてください。

〈国保年金課年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

当川川川111川111川川川111川川111川川川川川川川川川川111川川川川川川川川川川川川川

一噛 選挙の知識

立候補について

被選挙権があ り、立候補の制限に該当しなければ、

三 だれでも選挙の候補者となることができます。選挙は

三 立候補制となっていますので、その選挙の選挙長に立

三 候補の届出をしなければ、なりません。

三 届出の方法は、候補者自身がする本人届、または推

三 勝者が候補者の承諾を得て届出する推薦届があり、い

三 ずれも文書(指定の届書頼)で届出することになっていま

三 す。この届出期間は、公示(告示)の日から 2日間で、

三 午前 8時30分から午後 5時までとなっています。

三 届出するときは、 町村の議会議員選挙を除くすべて

三 の選挙において、一定金額(供託金)を法務局へ供託し

三 なければなりません。これは、売名候補者などの乱立

三 を防止する目的で制度化されたもので、選挙後は返還

三 されますが、一定の得票数に達しないときは、その地

三 方公共団体(衆 ・参議員選挙は固定事)に没収されます。
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